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名古屋市周辺の溜池に出現する植物プランクトン (5)

アンキストロデスムス属とモノラ7~ ディウム属
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T ANAKA， M. 1980. The plankton algae of“Tame.ike" ponds in the suburbs of Nagoya， 
Japan (5). Ankistrodesmus and MonoraPhidium. jap. j. Phycol. 29: 273-276. 

Occurrence of 7 species of genus Monoraphidium and 11 species of genus Ankistro・
desmus are reported from “Tame.ike" ponds in the suburbs of Nagoya. 

Among them， Monoraphidium dybowskii (WOLOSZ.) HINDAK et LEGNEROV A， M. 
pusillum (PRlwrz) LEGNEROV A， M. saxatile LEGNEROV A， M. griffithii (BERKEL.) LEGNE. 

ROVA， M. setiforme (NvG.) LEGNEROVA， and Ankistrodesmus densus KOR邑.are recorded 

in japan for the first time. 

Key Index Words: Ankistrodesmus; geograPhical distribution; Monoraphidium; 

morPhology; taxonomy. 
Masaaki Tanaka， Aichi Environmental Research Center， Tsuji.machi 7-6， Kita-

ku， Nagoya， 462 Japan. 

名古屋市周辺に点在する溜池5箇所から採集した納 いものがある。 ピレノイドを欠く。本種は M.con-

物プランクトンについて， これまでに Crucigenia， volutum (CORDA) LEGNEROV Aに似るが，両端が丸

Tetrastrum， Chodatella， Lagerheimia， Polyedrio・ い点及び細胞がねじれないことで区別される。

psis， Tetraedron， Oocystis， Palmellocystis， Ne- キューパη，乎ェコソロパキア 7) から知られる。日

Phrochlamys， Nゅhrocytium，及び SiderocelisのH¥ 本新産。

現種を報告した。 3.Monoraphidium pusillum (PRINTZ)LEGNE・

今回は Ankistrodesmus及び Monoraphidiumの ROV A var. pusillum (Figs. 10，11) 

出現種について，形態，地理分布，汚水段階の指標t'1: 細胞は 15.5-22.8μmx2.8-6 pmで， 中央がやや

を報告する。 膨らんだ紡錘形。両端は細く伸び尖り，微かに湾曲す

1. MonoraPhidium braunii (NλG. in KじTZ.) る。葉緑体はピレノイドを欠く。

LEGNEROV A var. braunii (Figs. 1，2，3，4，5，6，12) ドイツ1)， ハンガリーめ， チェコソロパキアわから

Syn: Ankistrodesmus falcatus (CORDA) RALES f. 知られる。日本新産。

martae KAMMERER， Ankistrodesmus braunii 4. MonoraPhidium minutum (NλG.) LEGNEROV A 

(NλG.) COI.L1NS var. minutum (Figs. 13，14，15，-25) Syn: RaPhidium 

細胞は 15-51.5μm x 1. 2-7. 5μm の円筒形で，~~ convolutum (CORDA) RABENH. var. minutum 

直ぐか僅かに湾曲し，両端は尖らなL、。葉緑体は 1例 (NλG.) RAsENH.， Sele間 strumminutum (NλG.) 

のピレノイドを有する。 COLLlNS，Ankistrodesmus' .convolutum (CORDA) 

ドイツ1)，ハンガリー町，チェコソロパキア円，アラ var. obtusus PRINTZ， Ankistrodesmus minutis-

スカ町，インド町から知られる。 simusKOR5. 

2. MonoraPhidium dybowskii (WOLOSZ.) HINDAK 細胞は円筒形で， 7-15.8μmx2. 6-5. 5μm.両端は

et LEGNEROV A var. dybowskii (Figs. 7， 8) 尖らず，真直ぐか湾曲し，ねじれることが多L、。禁緑

細胞は 7.5-15.5μmx2.8-6. 5μmの円筒形で，ゆ 体はピレノイドを欠く。古い細胞では著しく幅の広い

るく湾幽し，両端は丸い。古い細胞では著しく幅が広 ものがある。
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ドイツ1)，ハンガリー4)め，チェコソロパキアり， ~t 

アメリカ10)，ニューギニア10)，ピル710〉，南アフリカ10)， 

インドめから知られ，本邦でも極く普通に見られる。

5. Monoraphidium tortile (W. et G. S. WEST) 

LEGNEROV A var. tortile (Fig. 19) 

細胞は 14-18.8μmxO.6-0.9μmの細い紡錘形で，

真直ぐか僅かに湾曲し， ï~ff端はしだいに細くなり尖る。

葉緑体はピレノイドを欠く。

チェコソロパキアりから知られる。本邦でも各地に

見られるが Ankistrodesmus falcatus (CORDA) 

RALFSとして報告されたものが多い。

6. MonoraPhidium saxatile LEGNEROVA var. 

saxatile (Fig. 20) 

細胞は 14.5-18μmx1.6-3. 8μmの紡錘形で， 真

直ぐか僅かに湾出iし，両端は尖る。葉緑体は小型のピ

レノイドを 1個有する。 LEGNEROVA 7) によるチェコ

ソロパキアの標品(大きさ 12-25μmx1.4-7.6μm)

に比べて小型であった。

チェコソロパキアη から知られる。日本新産。

1. MonoraPhidium convolutum (CORDA) LEG-

NEROVA var. convolutum (Fig. 24) Syn: Ankis-

trodesmus convolutus CORDA， Ankistrodesmus 

curvulus BELCHER et SWALE， RaPhidium con. 

volutum (CORDA) RABENH. 

細胞は 9-12.8μmx3.2-4. 5μmの幅広い紡錘形で，

ねじれ湾幽し， I河端は尖る。葉緑体はピレノイドを欠

く。本種は M.pusillum (PRINTZ) LEGNEROV Aと

よく似ており，細胞によっては明確な区別のむずかし

いものもある。今回得られた材料は HORTOBAGYI8)

によるインドの標品(大きさ 6-7μmXl-1.2p.m)，

或いは LEGNEROVAη によるチェコソロバキアの標品

(大きさ 5-11μmx 1. 4-5. 8 p.m)に比べてかなり大型

であった。

ドイツ1)，北アメリカ11)，アラスカ幻，アフリカ，イ

ンド.)，チ且コソロバキアη から知られる。 s-中腐水

位指標種になると考えている。

8. Monoraphidium irregulare (G. M. SMITH) 

.LEGNEROVA var. irγ'egulare (Figs. 27， 31) Syn: 

Dactylococcopsis irregularis G. M. SMITH 

細胞は 52.5-74p.m x 1. 6-2. 8 p.m で，河端は鋭く

尖った紡錘形。細胞は不規則に湾曲し， Fig.31のよ

うにW型を呈するものも多い。葉緑体はピレノイド

を欠く。

チz コソロパキアη から知られ，筆者はエチオピア

から得ている。本邦でも各地の湖沼に普通に見られる。

9. MonoraPhidium contortum (THURET in 

BREB.) LEGNEROV A var. contortum (Figs. 28，29， 

30) Syn: Ankistrodesmus falcatus (CORDA) RALFS 

var. spirilliformis G. S. WEST 

細胞は強く湾曲した細長い紡錘形で， 10-50μmx 

1. 5-5. 5μm。細胞はねじれ， S型或いは a型を呈す

るものが多い。葉緑体はピレノイドを欠く。

ドイツ1)，ハンガリーへチ z コソロパキアり，イン

ドめ，エチオピアから知られる。 本邦でも極く普通に

見られる。 a-中腐水性指標種。

10. Ankistrodesums bibraianus (REINSCH) KORS. 

var. bibraianus (Fig. 9) Syn: Selenastrum bib-

raianum REINSCH 

細胞は 24-31μmx5.5-6.8μmの幅広い三日月形

で，両端は鋭く尖る。群体は通常4細胞が背面を接し

た十字形となり， 2群体が連なることもある。薬縁体

はピレノイドを欠く。広瀬，山岸8)は本邦産の標品(大

きさ 5-15p.m x 6-8μm) として幅広く短かいものを

示しているが，今回得られた材料は BRUNNTHALER1)

によるドイツの標品(大きさ 16-23μmx5-8 p.m)， 

或いは LEGNEROVAのによるチzコソロパキアの標品

(大きさ 18-38μmx2.5-6.5μm)に近い。

ドイツ1)2)，チ z コソロパキアりから知られる。本

邦でも極く普通に見られる。

11. Ankistrodesmus densus KORS. var. densus 

(Fig. 17) Syn: Ankistrodesmus sPiralis var. fas. 

ciculatus G. M. SMITH 

細胞は 50-65.5μmx3. 5-5. 8 p.mの円筒形で，真

I直ぐか湾曲し，数回ねじれるものも多い。細胞先端は

急に尖る。群体は多数の細胞が東状に集合する。

チェコソロパキアりから知られる。本邦新産。

12. Ankistrodemus sPiralis (TURN.) LEMM. 

var. spiralis (Fig. 18) Syn: Ankistrodesmus fal. 

catus (CORDA) RALFS var. sPiralis (TURN.) G. S. 

WEST 

細胞は 42.5-53.2μmx3.8-6.8μmの円筒形で，

両端は急に尖り，数回ねじれることが多い。群体は来

状で通常4細胞から成る。今回得られた材料は，

BRUNNTHALER1)によるドイツの標品(大きさ 32-45

μmx 1.8-2. 2μm)，或いは LEGNEROVAη によるチ

z コソロパキアの標品(大きさ 37-67p.m x 1. 4-4. 3 

p.m)に比べてやや太L、。

ドイツ1)， ~ヒアメリカめ，アラスカ的，チェコソロバキ

ァη，アフガニスタン7)，ニューギニア10) から知られる。

13. Ankistrodesmus falcatus (CORDA) RALFS 
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Figs. 1-6. MonoraPhidiu11l brallnii 7-8. M. dybowsllii 9. Ankislγodes1l11ls bibra.iaulls 10-11. Monorι 

phidill1n pusillll1n 12. M. braunii 13-15. M. minulll/11. 16. Anllislrodes1nus falca.llls 17. A. densus 18 

A. sPiralis 19. Monoraμ!id山 m lorlile 20. M. saxalile 21. Ankislrodes1I1us fusifor1nis 22-23. A 

falca.lus 24. MonoraPhidilll1t convolulu1/1. 25. M. miUlllu/1l. 26. Anllislrodes1nllS fasciculallls 27. Monora. 

phidiul1t irreglllare 28-30. M. conlorlum 31. M. irreglllare 32. Ankistrodesmus stipilatlls 33. Mon01'a. 

phidiu111 griffilhii 34-36. M. seliforme 

(スケーノレA;Figs. 9， 17-18， 32-36，スケ ーノレ B;Figs. 1-6， 10-12， 16， 21-23， 26-31，スケ ーノレ C;Figs. 
7-8， 13-15， 19-20， 24-25) 
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var. falcatus (Figs. 16，22，23) 

細胞は 35-70μmx1. 5-4μmの針状或いは細い紡

錘形で.両端は尖り，真直ぐか多少湾曲し，時にはね

じれる。細胞は単独で存在することは稀で，多数の細

胞が集合して束状の群体を形成する。葉緑体は普通ピ

レノイドを欠く。

ドイツ1)，ハンガリー53，チェコソロパキアり，北ア

フリカ， ~tアメリカ 11)，アラスカ的，インド町，カンボ

ディア的から知られる。本邦でも普通に見られる。 s-

中腐水性指標種。

14. Ankistrodesmus fusiformis CORDA sensu 

KORS. var. fusiformis (Fig. 21) 

細胞は 38-65μmx1.8-4μmの両端が尖った紡錘

型で，真直ぐかやや湾曲する。群体は束状となること

もあるが，多くは細胞中央で速なり，不規則な十字形

或いは放射状の抑体を形成する。

チz コソロバキアりから知られる。本邦でも広く分

布すると忠われるが，特に腐植性の池沼に多い。

15. Ankistrodesmus fasciculatus (LUNDU.) 

LEGNEROVA var. fasciculatus (Fig. 26) 

細胞は 25.5-35μmx 1.8-4. 2μmの円筒形で， 長14

端は急に細くなり尖る。細胞は僅かに湾曲し 2細胞

或いは4細胞が背面で接して群体を形成する。本種と

して報告されたものの中には A.falcatus (CORDA) 

RALFSの古い細胞を見誤った例がかなりあり注意:を

要する。

チェコソロパキアη から知られる。

16. Ankistrodesmus stipitatus (CHOD.) LEGNE-

ROV A var. stipitatus (Fig. 32) Syn: Ankistro・

desmus falcatus (CORDA) RALFS var. stipitatus 

(CHOD.) LEMMERMANN 

細胞は 75-110pm x 2. 8-4μmの細長い紡錘形で，

両端は尖り，真直ぐかやや湾曲する。群体は2細胞或

いは4細胞が背面で連らなる。

ドイツ1l，チェコソロパキアη，"'"チオピアから知ら

れる。

17. MonoraPhidium griffithii (BERKEL.) LEGNE-

ROVA var. griffithii (Fig. 33) Syn: Ankistro・

desmus falcatus (CORDA) RALFS var. acicularis 

(A. BRAUN) G. S. WEST 

細胞は 65-105μmx2-4.2μmの細長い紡線形で両

端は鋭く尖る。細胞は真直ぐかやや湾曲する。葉緑体

はピレノイドを欠く。

ドイツ1)，ハンガリー5)，チェコソロバキア穴エチ

オピアから知られる。日本新産。

18. MonoraPhidium setiforme (NYG.) LEGNE-

ROVA var. setiforme (Fig. 34，35，36) Syn: Ankis-

trodesmus falcatus (CORDA) RALFS var. seti-

forme NYGAARD 

細胞は 88-175μmx1. 5-2. 8μm で，細長く両端

はJIiIJ状を呈する。細胞は真直ぐか僅かに湾曲する。葉

緑体はピレノイドを欠く。

チz コソロパキア円エチオピアから知られる。 日

本新産。
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